
NPO
特 定 非 営 利 活 動 法 人

メールアドレス                 

k iratto20055@ybb.ne. jp

輝け２０14年5月
      第108号

特定非営利活動法人きらっとからのおたより

http://www.geocit ies. jp/npokiratto/ 

Ｋiratto
き ら っ と

喫茶
平日ＡＭ9時半～ＰＭ4時まで

　・日替わりランチ・

  ・コーヒー・紅茶・ジュース

　・お弁当の持ち帰り（11時以降）　　

　 駐車場あり

配食サービス　
　高齢者・障がい者のいらっしゃる

　ご家庭に配達します。地域等詳細はお問い合わせ下さい）

★きらっとは、障がいをお持ちの方が通う就労継続支援Ｂ型事業所です。

　喫茶はどなたさまもお気軽にお越し下さい。喫茶の壁展示は毎月替わります。

←ファミリーマート

　

堺区エールdeさかい
　障害者作業所等による啓発イベント

市役所高層館１階ロビーにて

きらっともお弁当を販売しています

　　5月14日（水）

　　　　　　　　　　　                            　5/29（木）   アマチュアイベント

（参加費　ランチセット付き千円、ドリンクセット付き500円）

日時：2014年5月29日（木）　13：00～14：50

出演者＆演目
「落語・阿弥陀池」　　　　　　浪　速　家　 春　楽

「詩　　吟」　　　　　　　　　三　木　　基　成　　　

「フルート・独奏 」 　　　　 　ＨＩＲＯさん

「セシリア♪昭和歌謡」　　　　セ　シ　リ　アさ　ん

　　　　　　　

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　       

                                                       
                                                       
                                                       
                                              

堺市堺区八千代通３－２６
電話  　　０７２-２２７-７１５０
ＦＡＸ　０７２-２５６-４０２１

5月の連休は、カレンダー通り
土日祝日は休ませていただきます。
平日は営業しますので、よろしく
お願い申し上げます。

上記アマチュアイベントもお気軽
にご参加ください！
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 絵画展 
社会福祉法人 ユウの家 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展示期間 

 5月 1日(木)～5月 30日（金） 

（但し、土日祝は休みです） 

  9時半～１６時 

但し最終日は昼までです 

ユウの家では余暇支援の一環として、絵画などの表現活動を行っています。 

 

大阪府の現代アートでは、桂典之さんが優秀賞、水田航介さんが最優秀賞を受賞、 

西垣広規さん、高見澤凌さん、辻憲一さん、平安義紀さん、柴田龍平さん、東谷賢佑 

さん、相良剛志さんが入選し、桂さんと水田さんはスカイビルの空中庭園にてライブ 

イベントもさせて頂きました。 

毎年恒例の堺市立文化館での『ユウの家絵画展』ではのべ 750名ものお客さまが 

来場され、滋賀の社会福祉事業団からの取材も受け、前回にも増して賑やかな展覧 

会となりました。私自身もこの一年はたくさんの縁に恵まれてとても勉強になった年で 

した。 

 

私たちは普段、嫌なことがあればその気持ちを言葉にして外に出すことが出来ます 

が、伝えることが少し苦手な彼らにとって、『表現する場がある』、ということはすごく大 

切なことだと思います。 

 

どうすれば彼らの作品の魅力を引き立たせることが出来るか、 

どのように工夫すればもっと本人らしさを引き出せるのか、 

 

悩むことも多く、迷う時もあります。 

 

彼らの表現した作品に触れることで、一緒に悩んだり、元気を貰ったり、地域とのコ 

ミュニケーションになったり、障がいについて考えたり、そしてなにより自分が豊かにな 

る。 

 

本人でも気付かない才能を探して磨きをかけ、そこに意義を見つけ、私たちも本人も 

生き甲斐を感じるようになる。そんなアート制作・表現の場でありたいと思います。 

 

きらっとでは、ユウの家のアートを 1 ヶ月にわたり展示させて頂きます。 

枠におさまらない彼らの個性あふれる作品をどうぞご覧ください。 

 

ユウの家 絵画講師 水野浩世 



料理レシピ

  

　

ツタンカーメン豆って？
料理の疑問

えんどう豆２種 

ツタンカーメン豆ごはん 

●材料 

      米・・・・2合 

   ツタンカーメンえんどう豆 

 ・・ 100ｃｃ 

     塩・・・・ 小さじ 1/4 杯 

●作り方 

 ① 豆はサヤから出す 

② サヤを、水２カップで５〜６ 

分間煮て冷ましておく。 

 ③ 米をとぎ、②の冷ました煮汁 

を炊飯器の２合の目盛まで注 

ぎ入れる。 

足りなければ水を足す。①の 

豆と塩を加え、炊飯器に入れ、 

普通に炊く。 

 ④ 炊き上がったら＜保温＞のま 

ま 2～3時間以上蒸らす。 

えんどう豆と豆腐の卵とじ 

●材料 

・えんどう（豆を取り出す）100cc 

・豆腐 半丁    ・だし汁 300cc 

・油揚げ１枚    ・しょうゆ 大さじ 1 

・卵  １個       ・みりん  大さじ 1 

 

●作り方 

①えんどうは、さやから豆を取り出す。豆腐 

 は１ｃｍ角に切る。油揚げは、半分に切り 

５ｍｍ幅に切る。卵は、割りほぐす。 

②鍋にだし汁を入れ、沸騰させ、しょうゆ・ 

 みりんで味付けする。 

③②の中に①の豆と油揚げを入れ煮る。豆が 

柔らかくなってきたら豆腐を入れ、煮る。 

ツタンカーメンのエンドウ豆、蔓の様子は普通の

エンドウ豆と変わらないのですが、エンドウの花が

白いのに対して、このツタンカーメンのエンドウ豆

の花は紫色をしています。

そして何よりも、サヤの色が濃い紫色なのです。

この紫色は熟すにつれ少し薄れて、地の緑色が透け

て見えるような感じになってきます。

そうなった頃が収穫時です。

この中の実（豆）の色は普通のエンドウと同じ緑色です。

このエンドウ豆、見た目は普通のグリーンピースと変わらない

のですが、豆ごはんにすると・・・・。炊きたては薄緑の豆に白

いご飯。ところが、しばらく保温したまま置いておくと・・・・

あら不思議、豆ごはんがうっすら赤飯のように赤味を帯びてきます。

④卵を流しいれて、ふたをし、火を止めて 

余熱で卵に火を通す。 

 


